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 『レーザ加工の基礎工学 ―理論からシミュレーションまで―』をお買い上げいただき、誠にあり

がとうございます。 

 さて、本書の記述に誤りがございました。謹んでお詫び申し上げますとともに、ここに訂正申

し上げます。 

 

頁数 行数 誤 正 
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73 12 は高い値を示すことができる．角ミラーが は高い値を示すことができる．各ミラーが

159 
（図 5.18

下表）
（面あらさ（上/下），切断幅（上/下）） 

「面あらさ（上/下）」「切断幅（上/下）」の

単位は［μm］です． 

174-175 
p.174 最終行 

-p.175 1 行目

溶接部に残ったこれらの気孔をポロシ

ティ（porosity）という． 

溶接部に残ったこれらの空孔をポロシ

ティ（porosity）という． 

192 （図 6.15）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

195 1 ここで，Vは体積［mm］， ここで，Vは体積［mm3］， 
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332-334 
(本文および

図 9.13-9.16)
（9.4節中のビード幅の数値すべて） 

ビード幅は 10 倍のスケールで測定して

いるため，正しい数値は，本書記載の数値

の1/10となります． 

417 （表 11.1）

 

分類呼称 波長領域 … 

赤外レーザ 遠赤外 … 

： ：  

 

 

 

分類呼称 波長領域 … 

赤外レーザ 中赤外 … 

： ：  
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